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　常将神社の太々神楽は、明治時代後期に消滅しましたが、氏子
等の熱意により現在の神楽殿が建設され、大正15年４月（1926年）
に再興を果たしました。

　再興100周年となる太々神楽は、４月12日（日）午前９時30分
から常将神社の春季例大祭で奉納され、演目では、永らく演じら
れていなかった「蛭子（ひるこ）の舞」を復活するほか、子ども
神楽も披露されます。会場となる境内には、山子田地内の各区親
睦会も出店し、お祭りムードを盛り上げますので、多くの皆さん
のご観覧をお待ちしております。� 神楽保存会長　柳岡武夫

常将神社神楽保存会より 再興 100 周年を迎えます
－常将神社太々神楽－

新春伝統芸能発表会特 集

新井八幡神社太々神楽講
春のお祭りで奉納されます

（４月中ごろ）

常将神社太々神楽部
春のお祭りで奉納されます

（４月中ごろ）

大宮神社獅子舞保存会
春のお祭りで奉納されます

（４月中ごろ）

広馬場神楽舞保存会
春のお祭り奉納されます

黒髪山神社 （４月はじめ） ・ 聖宮神社 （４月中ごろ）

宿稲荷神社獅子舞保存会
早春のお祭りで奉納されます

（２月はじめ頃）

南新井獅子舞保存会
秋のお祭りで奉納されます

（10月中ごろ）
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※お祭りでの舞の奉納はどなたでも見学できます。


